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豊かな人間性と高度な専門性を身につけた、自ら主体的に学ぶ人材の養成1.

豊かな感性とタフな心を持ったグローカル人間に！

小 林 祥 泰島根大学長

　島根大学は、学術の中心として深く真理を探究し、専門の学芸を教授研究するとともに、教育・研究・医療及

び社会貢献を通じて、自然と共生する豊かな社会の発展に努める。とりわけ、世界的視野を持って、平和な国際

社会の発展と社会進歩のために奉仕する人材を養成することを使命とする。

　この使命を実現するために、島根大学は、知と文化の拠点として培った伝統と精神を重んじ、「地域に根ざ

し、地域社会から世界に発信する個性輝く大学」を目指すとともに、学生・教職員の協同のもと、学生が育ち、学

生とともに育つ大学づくりを推進する。

2. 特色ある地域課題に立脚した国際的水準の研究推進

4. アジアをはじめとする諸外国との交流の推進

5. 学問の自由と人権の尊重、社会の信頼に応える大学運営

3. 地域問題の解決に向けた社会貢献活動の推進
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データブック

　今やグローバルな感性を持って地域に貢献するグローカル人間が必要とされる時代になってい

ます。島根大学では、海外協定大学を1.5倍に増やし、留学可能な英語レベルを目指す特別副専攻

英語高度化プログラムを開設、さらに2015年度から特別副専攻中国語高度化プログラムも開設す

る予定です。グローバルな感性を養成すると共に、海外を含むインターンシップ、地域での社会体験

活動を通じて、タフで思いやりのある心を涵養する教育を行っています。地域社会体験は相互に

ニーズを掘り起こす産官学連携に貢献すると共に将来の自分の進む道を選ぶ上でも役立ちます。さ

らに、地元企業等と連携して留学生の島根県での就職活動の支援も積極的に行っています。

　また、学部の壁を超えた自由度の高い実学精神を持った学際的教育・研究によりイノベーション

を産み出すべく、14の戦略的プロジェクトセンターを立ち上げ、特別副専攻プログラムも順次開設し

ています。一つの学部では出来なかった新しい分野での発見や応用が期待されます。

　地域の知の拠点として、地域から世界に発信でき、地域を活性化できるグローカル人材を育てる

ことが島根大学の使命と考えています。
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1.グローバルな感性を涵養
短期留学を含めて本学からの海外研修、留学を推進（交流協定校がこの2年で約40％増加）

　●英語教育の強化：英語高度化プログラム、アドバンスト・イングリッシュスキルコース（医学部）の2013年度新設、海外研

　修プログラム

　●日本の文化を学び自信を持って異文化交流できるように古代出雲から小泉八雲までの郷土の歴史、文化を学ぶ「出雲

　文化学」を2013年度から新設

海外からの留学生増加、日本での就職支援の推進（日本語教育強化、アジア等の日本語学校との連携）

学内外の留学生と本学学生との定期的交流の促進（交流会増加、2012年度留学生混住学生寮を新設し、さらに2013年度増設）

2.社会人力（人間力）涵養
　教育学部で実施している1000時間体験学修、総合理工学研究科で拡充したインターンシップ、医学部の地域臨床

実習に加え、もっと広い意味での人間力涵養のため、低学年から参加する学生主体の地域社会体験（ソーシャルラー

ニング）を全学的に実施。また、「大学と地域社会を結ぶ大学間連携ソーシャルラーニング」として山陰5大学連携事業

を地域の経済団体や自治体などと協力して実施中。

3.自ら学ぶことが出来る（応用力がある）人材養成
　学部の壁を越えて学ぶシステムを、2013年度から学際的卒業研究として導入した。また、英語高度化プログラムや

環境教育プログラムに加え、2014年度からはジオパーク学プログラム、そしてIT関連プログラムなどの全学で展開す

る特別副専攻プログラムを順次開設中。

以上のような施策により、地域で活躍する人材育成や産官学連携研究推進にも繋がることを目指す。
























































